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【学校関係者評価】
〇児童、学校職員、保護者、各ボランティア団体から信頼される学校だと感じます。
〇教職員が一生懸命に教育活動に取り組んでいる様子がうかがえます。子供たちが落ち着いて学習に取り組んでいます。忙しい中でもぜひ教職員同士
の話し合いの時間を確保してください。
〇来年度もこのまま進めていただきたいと思います。先生方はよく頑張って学校運営を行っていると思います。
〇教職員の働き方改革に関して、夕方５時以降の留守電の設定など細かな点でもよく考えられています。
〇さくら連絡網の活用により学校の状況が見えてよいです。
▲教職員評価の中でワークライフバランスに配慮した環境であったかという項目への評価が他に比べて低い点が改善課題と思いました。また児童評価
の中で「困ったときには、先生に相談しています」という項目への評価が低いのは、先生が忙しすぎて相談しやすい環境になっていないと感じまし
た。
▲専門家、地域の方からの意見等異なった視点の評価があってもよいです。
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【学校関係者評価】
〇定期的に安全点検などが行われ、実際よく整備されています。
〇特に不満や改善して欲しい点はないです。
〇委員としても校内の安全点検に参加できよかったです。来年度も実施したいです。教育環境もこのまま進めていきたいと思います。
〇登下校については、地域見守りボランティア、PTAの皆様に見守っていただき、安全に行われていることに感謝します。
▲教職員評価の中で教室・特別教室等は整理整頓されているという項目が相対的に低く、児童評価でも机やロッカーを整理整頓していますという項目
の評価が低くなっており、関連性があるように思います。先生自身も子供達に整理整頓の仕方をきちんと教えられていないのではないか。
▲登下校時の安全をどうするか、考えていかなくてはならないと思います。

7.学校は、安全教育を適切に実施
されている。

７　安全教育については、地震・火事の避難訓練を実施するほか、警察署と連携した不審者に対する避難訓
練も実施しました。また、学年に応じた交通安全教室を実施しました。96％の教職員が「適切な対応」を
評価しています。

８　安全点検については、92％の教職員が評価しています。毎月、教職員による安全点検を行い、老朽化
による瑕疵や扇風機・クーラーなどの不具合の修繕を行いました。また、学校運営協議会委員による安全点
検も実施しました。

９　整理整頓については、保護者９5％、教職員83％、児童77％の評価で、整理整頓にさらなる努力が必
要です。今年度、PTA・学校応援団の協力を得て2回実施した「くすのきクリーンデー」では、清掃のほか
不要物の処分も行いました。今後も、学校環境の整理整頓に努めていきます。

10　清掃については、98％の児童が「しっかりと取り組んでいる」としています。話をせず、一生懸命に
掃除をする姿がみられます。

11　登下校の安全について、毎学期、通学班会議、一斉下校を実施するほか、「北小安全の日」を年間５
回設け、教員による下校指導を行いました。98％の児童が「安全に気を付けて登下校できた」としていま
す。日頃から、地域見守りボランティア、PTAの皆様による通学路見守りをいただいており、交通事故がな
く登下校できています。

A

8.学校は、安全点検を行い改善が
なされている。

9.教室・特別教室等は、整理整頓
されている。

10.児童は、清掃活動に熱心に取り
組んでいる。

11.児童は、安全に登下校してい
る。

3.学校は、積極的な生徒指導・教
育相談・特別支援教育を推進して
いる。

4.学校は、基本的な人権を尊重す
る教育（いじめ防止・体罰禁止）
を推進している。

5.学校は、働き方改革を積極的に
進めている。

令和5年度　上尾市立大石北小学校　学校評価
〈学校評価の自己評価とは〉学校評価は、児童がよりよい教育を受けることができるよう、学校が自らの教育活動の成果を検証し、学校運営を改善し、
その教育水準の向上を図ること、また、自己評価を公開し、保護者・地域の皆様の御理解を得て、学校・家庭・地域とが連携して児童を育んでいくこと
を目的としています。学校評価の実施は学校教育法に定められています。自己評価は、児童・保護者に実施したアンケートを参考資料として、作成して
います。詳細は、「教職員・保護者・児童のアンケート結果」をご覧ください。
〈評定の基準〉
　A：目標をよく達成できた状態（達成度９割以上）　B：目標はほぼ達成できたが改善が必要な状態（３・４の達成度７割以上）　C：目標を達成でき
ず、顕著な課題がある状態（達成度７割未満）
〈学校関係者評価〉
　学校関係者評価は、学校運営協議会の委員の皆様に、自己評価結果をもとに領域ごとに自由記述で評価していただいています。
　〇：評価できること　　▲：課題や提言

自己評価

1.学校は、教育活動を年間計画に
基づいて適切に実施している。

１「教育活動計画」については、学校行事や校外学習なども制限なく実施ができ、「主体的・対話的で深い
学び」を目指した教育活動を、指導計画に基づき実施しました。児童の９8％が「学習にしっかりと取り組
んでいる」と回答しており、落ち着いた学習状況にあります。次年度もよりよい教育活動となるよう、学校
行事の実施時期などを見直し、指導計画を工夫していきます。

２「組織的な校務分掌」については、教職員は９５％が評価しています。

３　生徒指導については、「積極的に認め、褒める」対応を組織的に行いました。教育相談等については、
保護者は９０％、児童は８5％で「相談ができる」としています。今後も引き続き、相談しやすい対応に努
めていきます。また、９６％の児童が「思いやりの心をもち友だちに接するができる」としています。特別
支援教育については、特別支援教育コーディネーターを中心に、個別のニーズに応じて「個別の学習支援計
画」の作成や教育相談を行いました。また、アッピー学習支援員が個に応じた支援をしています。

４　いじめ認知を積極的に行うことで、早期対応と未然防止に努めました。いじめの認知件数は、1月末時
点で８６件でした。保護者からの相談は、児童同士のトラブルについては数件あり、「体罰等に関する調
査」では１件の指摘がありました。相談等にはその都度対応し、教職員には人権を尊重した教育活動に関す
る研修も実施しました。

５　教職員の働き方については、校内では校務支援システム・電話対応時間の設定等で、業務の効率・集中
を進め、教職員の在校等時間の改善がみられました。効率化が図られる一方、１９％の教職員が「話し合う
時間の不足」を挙げており、効率と充実のバランスを図ることが今後の課題です。

６　９９％の児童が「先生はよいことは褒め、悪いことは正してくれる」としており、全教職員が職責を理
解して使命をもって指導しています。今後も、引き続き、情熱をもって指導にあたります。

A

6.教職員は、高い使命感をもって
指導している。

2.教職員は、校務分掌を協力して
実施している。
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【学校関係者評価】
〇学校運営協議会委員によるメッセージの発信には地域の方にも反響があり、小学生をもたない地域の家庭にも理解が得られました。
〇大石北小は保護者との地域連携については上尾市２２校では一番と思われます。このまま進めていただきたいです。
〇保護者・地域連携はよくできていると感じます。今後とも子供たちの健全育成を達成できる環境づくりをお願いします。
〇児童、学校職員、保護者、各ボランティア団体から信頼される学校だと感じます。
▲学校運営協議会について情報公開がされているという項目の評価が低いのは少し残念です。情報発信はどのようにしていけばよいでしょうか。
▲「連携」はとれているが学校と保護者地域のつながりがもう少し欲しいと感じます。児童・保護者に対し、学校・地域の見える化を重視してはどう
か。
▲昔のような地域連携がとりにくい時世となっているが、交流の機会を増やせるイベントができないか。

【学校関係者評価】
〇学校の取組は充実しています。
〇オンライン教材などを活用して情報モラル教育を進めることはできたという項目のアンケート評価が低い結果でしたが、前年度よりポイントが高く
なっている点では先生方の努力の成果と思います。
〇恵まれた自然環境の中で教科書の中だけでなく実体験に基づいた知識が小さいころから身についています。
〇Aに近いBと思われるので、多少は力をいれるものもありますが、私は努力が窺えるのでAだと思われます。
▲基礎的な学力は少しずつ定着しています。今後はぜひ、子供たちのたくましさを培うためにも体験学習のさらなる充実をお願いします。

21.情報が適切に発信されてる。 21　お知らせや教育活動については、さくら連絡網やHPで発信し、92％の保護者が「わかりやすく伝えて
いる」としています。今後も必要な情報が適切に伝わるよう努めます。

22　保護者・地域の相談や意見については、管理職までの共有を基本として、迅速かつ誠実な対応に努め
ています。情報共有については、保護者８５％に留まっており、今後も丁寧な対応に努めていきます。

23　学校運営協議会は、年間4回の会議のほか、学校行事へ参加をしていただきました。会議では学校運営
に対する率直な意見交換がなされ、お話会、安全点検などの新たな取組も加わるなど、学校運営の充実につ
ながりました。また、今年度は委員によるメッセージの発信を行いました。教職員・保護者の理解や公開は
84％に留まり、今後もが理解が深まるよう工夫していきます。

B

22.保護者・地域の相談・意見に誠
実に対応している。

23.学校運営協議会は適切に運営さ
れている。

A

18.学校は、児童にあいさつ・返事
を繰り返し指導している。

19.学校は、児童に読書習慣を身に
付けさせている。

20.学校は、健康教育を適切に実施
している。
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〇PTA朝のあいさつ運動や来校時、児童がとても明るく活発、あいさつもでき、学校教育、育成の結果だと感じます。
▲読書についての評価が教職員の評価と児童の評価に大きな差があると思いました。児童は家庭ではほとんど読書をしていない状況は保護者の影響が
大きいのではないかと思います。
▲家庭での読書をより推進する取り組みを望む　例：保護者対象に読書の推進　親の背中を見て子は育つというが親や家族が本に親しんでいる姿が大
事。個人的には、より図書支援員さんとの交流や連絡がとれたらよかったと思います。
▲図書室を有効活用していただきたいです。保護者も家族で本を読む時間がほしいです。ゲームの時間を減らしてでも。
▲コロナ禍で体力が落ちている子がいると思うので持久走大会等も再開してほしいです。
▲あいさつについては定着しつつありますが、まだまだ元気が足りないように感じます。人を元気にできるような明るく元気なあいさつができる子を
一人でも多く育ててください。

B

13.学校は、ＩＣＴを活用し、学び
のイノベーションを推進してい
る。

14.学校は、外国語教育を系統的に
実施している。

15.学校は、体験的な学習を実施し
ている。

17.教師は、学習規律を繰り返し指
導し、児童は落ち着いて学んでい
る。

17　学習規律については、学校全体で基準をもって繰り返し指導を行いました。児童96％が「生活のきま
りを守って生活している」としています。今後も、基本的なよい生活習慣の定着に向け、家庭と連携して落
ち着いた学習環境をつくっていきます。

18　あいさつ・返事については、教職員・保護者・児童とも88％で、評価が一致しています。コミュニ
ケーションの基本として、声に出して、相手に伝えることを、今後も家庭・地域と連携して進めていきま
す。

19　読書については、教職員・保護者・児童の評価が異なります。学校では、図書室の貸出冊数は昨年度
よりも1.3倍ほど伸び、隙間時間に読書をする児童の姿が見られます。外部講師による「お話会」も２回実
施しました。読書に関して児童は6９％、家庭での読書は6１％に留まっています。引き続き家庭と連携し
た読書活動の充実を図ります。

20　健康教育については、食育・健康に関するお便りを発信する他、発育測定時の指導や地域学校保健委
員会での助産師による講演会を実施しました。児童9６％が「手洗い・歯磨きをしっかりやっている」とし
ており、これからも家庭と連携した健康教育を進めていきます。
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12.教員は、ＰＤＣＡサイクルで基
礎的な学力向上に努めている。

12 　基礎的な学力向上については、指導方法を工夫し、学力調査などにも成果がみられました。９４％の
児童が「宿題を進んでしている」としています。基礎的な学力は、学習規律や学習意欲とも関連があるた
め、個に応じて粘り強く指導していきます。

13　ICTの活用については、授業では、学年に応じて、日常的に一人一人の考えを記述したり、考えを共
有したりして、多様な場面で活用しています。3～６年でICT端末の持ち帰り、オンラインドリルなどの使
用も定着しました。保護者、児童とも89％が、効果的な学習について評価していますが、情報モラル教育
は教職員の回答は７９％に留まり、今後もさらに充実が必要です。

14　外国語の授業では、児童88％が「進んで話したり聞いたりしている」としており、ALTと協力した指
導が行われています。授業以外では、英語による給食メニュー紹介、休み時間にALTと活動する「イング
リッシュパーク」は２７回実施するなど、新たな取組も行いました。

15　体験的な学習は、校外学習のほか、外部講師を招いて郷土学習・防災学習・音楽鑑賞など新たな取組
も行い、教職員・保護者・児童とも、高い評価となりました。

16　今日的な課題に対する校内研修については、教職員は9割を超える評価となりました。情報セキュリ
ティなどの教育については保護者回答は81％に留まり、さらなる充実が必要です。

16.学校は、今日的な課題に対応し
た教育を実施している。


